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「こんにちは」「こんにちは」と元気な声が聞こえてきま

す。子どもたちの明るい大きな声を聞くと、私は孫をもつ

身ですが母親の姿に戻ってしまいます。そして子どもたち

と大事な算数のお勉強です。問題とにらめっこ、しばらく

すると「･･･ここが」解らないと体格の良い子どもが手を

上げます。私は母親の顔をして忘れた算数を一緒に勉強し

ます。『私には若返りの頭の体操です』理事 杉野佳代子

 

「地域に新しい伝統を育てる」    
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車社会の予測を誤った地方都市は苦慮している。技術革新の激しいこの時代に、

郊外型大型ショッピングセンターと車は街を変えた。地方都市に住む人たちは、変

化していく情報メディアや街の変り方に驚いている。小さな幸を大事に生きる普通

の人や、時間に余裕のない小児を抱えた夫婦、車のない老人世帯など、急激に変化

する社会の動きにとまどい生活弱者の不便をかこっている。 
 ＳＮＫは知恵あるシニアの集まりである。人生を長く生きた達人ぞろいだから、

楽しく生きる方法には事欠かない。情報社会に目覚めたシニアたちを結束させてい

るのは、パソコンを用いたインターネット情報と知識の活用である。また、オフ会

と称して数多く集まりを作り、食べる、遊ぶ、学ぶ、創造する、を満喫している。

そして、シニアだから地域社会に貢献できることを模索し、佳き伝統の創造に勤めている。 
１・教育制度の中で、落ちこぼれていく子どもたちのため「教育支援ボランティア」を派遣、 
２・地域の絆を束ねている「流し灯篭」伝統行事の全面的な継承。 
３・趣味の音楽で「ちっごアミーゴス」バンドを結成し、楽しみながら請われて慰問活動。 
４・衰えていく身体には、元気な肉体を取り戻す「にこにこステップ運動」の普及に努める。  

ＳＮＫの活動は変化する社会と共にある。だから悩める隣人との接点も多い。私たちのボランテ

ィア活動は確固とした自信に満ちている。自信は佳き伝統を育てる原動力ともなっている。 

 社会との接点を広げてきた発想の根底には、地域との連携・コラボレーションを考える。久留米大

学との荒木農園経営『癒しの森公園』計画もそのひとつである。計画は久留米大学の『ゆにばひろ

ば』を地域社会と結び付け、活動を支える要因ともなっている。  広報紙編集長 一ノ瀬尚文 

（あとがき）夏に草刈の済んだ公園は、彼岸花が咲き鬱蒼と

草も木も繁る。その茂みから香ってくる金木犀。残暑厳しい

今日も 30℃、季節はとうに秋、秋野菜の畑も気になる（弐） 

 

流し灯篭：地域に欠かせない伝統行事  

2011.９.20 交流会（久留米市役所２F）の賑わい 

ちっごアミーゴス 

毎年８月１５日は御先祖様との対話、精霊流し 

ラテンバンドは慰問活動で大忙し 

文化センターでは、子ど

もたちのお絵かきフェス

テバルに招待され、賑や

かな演奏です。一緒にな

って踊ってくれる子ども

もいて芝生の会場は大騒

ぎ、音楽は世界をひとつ

にする、呼んでくれたら

また来るよ。須佐卓郎 

学習や地域文化のお助けマンチーム 

｢にこにこペース｣で無理

なく続けるステップ運動

は、身体が弱り始めたシ

ニアに最適の運動効果を

もたらします。脚力やバ

ランス能力がＵＰしま

す。 副理事長小島紀夫 

 
にこにこステップ運動スタッフ シニアライフを健康で過そうステップ運動 

 

SNK から参加 30 数名（15 日の早朝からの準備、夜の本番、翌日早朝の灯篭の回収など、会場は久留米市瀬下町の水天宮横筑後川河川敷 

灯篭流しのボランティア応援は今年

で 7 回目になる。珍しく雨となり、6

時から 8 時ころまでに 2－3 度の大雨

になりましたが、客足は例年通りの灯

篭流しでした。  理事 島井新一郎

教育支援グループ：京町小学校 

子どもたちがいつでも見れるよう、教室に掲示された算数の木 

ＳＮＫ－ＨＰより：学習についていけない子どもを無くそ

う、と学習に落ちこぼれ、つまずく前に困っている小学生

を側面から助け支援する。子どもたちに希望のある笑顔で

育って欲しい、学習や地域文化のお助けマンチームです。

教育指導助手とは、教室の先生の助手となり複数の子ども

たちが問題にてこずり手を上げ「ここが分からない」とギ

ブアップしたとき先生に代わり正しい解答へ導きます。 
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特集 何かをする団体第４期～第５期 

「私達はＳＮＫ12 年の歴史をＳＮＫホームページにＵＰする」企画に

取り組んでいます。この特集は、ＳＮＫが組織されて初期数年間の歴

史を取り上げています。皆さんの声を編集局にお寄せください。 

 
2003～2004 年度 

第４～５期（2003～2004）は、組織の見直しと新たな出発の時代です。

（資料他の記録は、会員諸氏の HP、記録写真他を活用しています）

参考：広報 Vol.20 2008.10.22 発行：特集 SNK10 年史 

★美味かもんば食う会     廣津芳信 
水の祭典に参加したのは何回目だろう？今年は初めて、「美味かもんば食う

会」のプラカードを持って歩いた。でも、歳ですねぇ、随分と疲れた。「美

味かもんば食う会」10 月の芋煮会です。沢山の人たちと会えるといいな・・・

★荒木農園          吉永邦夫 
ＳＮＫのメインはやはり元気なじじ、ばばと初々しい孫たち。左右にトント

ン、トントンと飛び跳ねるところがあるんですが、さすが子ども軽々と飛ぶ

んですね。来年までに荒木農園で足腰鍛え直して、自分もとんでみたいと思

います。 

 

2003 4.04  新生ＳＮＫ第 1 回理事会 

 4.05  荘島プラザ 2 周年記念会 

 4.09  筑後 33 箇所観音霊場巡り 1-15 

 4.30  パソコン運営委員会発足 

 5.02  シニアネット基山独立、スタート 

 5.06  パソコン講座開講 

 7.25  福岡県生活文化課高崎係長、提案公募事業の件で来訪 

 8.01  初めてのパソコン講座開講 

 8.16  インターネットウイルス対策会議 

 8.21  九重、子と孫の自然体験の会 30 名参加(～２２日まで) 

 8.24  珍竹林バンド六角堂広場出演 

 9.30  e-ふるさとプロジェクト報告者提出 

 10.07  e-ふるさと報告会へ須佐理事長出席 

 10.19  第 3 回筑後川芋煮会 40 名 

 12.04  写真同好会四季彩クラブ発会 

 12.27  荘島プラザＥＭ百寿会発会 

2004 2.11  交流部運営委員会発会 

 3.04  大阪老人大学 60 名来訪、交流会（ＢＳクラブ） 

 3.15  ふるさと探検発会 

 4.18  第 0 回ふるさと探検(久留米がすり) 

 5.04  珍竹林バンド博多どんたく出演 

 5.14  西日本新聞取材「訪問」 

 5.24  広報くるめ業務委託契約 

 7.29  市内中・小学教師対象ＰＣ講座スタート:延べ 6 日間 107 名 

 ★シャルウィダンス      小川恭市 

パレードには参加できなかったけど、地域のいろいろ行事にはいつも関心を

もっています。毎日を楽しく過すには元気でいるのが大事です、シニアとも

なれば軽快に楽しい「シャルウィダンス」をみなさんへおすすめします。 

★久留米ん町探検隊      太田千鶴子 
総踊りはパワー全開の楽しいひと時でした。「久留米ん町探検隊」では 10 月

の終わりに第６回目の町さるきを計画しています。準備に現在メンバー全員

が汗ダラダラで奮闘中です。場所は～～？発表後はふるっての御参加お待ち

します。久留米ん町を隅まで探検しましょう。 
★和算学習会 

★パソコン教室        理事 中丸哲子 

 デジタルの時代はパソコン操作が基本です。難しいと言ってては時代に取り

残されます。シニアなればこそ上手にパソコンライフを楽しみましょう。子

どもや孫たちと共通の話題で遊ぶ空間、おしゃれなシニアの必須アイテムで

す。こそーっとシニアネット久留米のパソコン教室へお出でませ。

8.60  九重･子と孫の自然体験の会 28 名 

 9.30  ベスト電器との講師紹介契約終了 

 10.15  鹿児島県姶良町退職校長会一行 16 名見学｢来訪」 

 10.17  第 3 回筑後川芋煮会（うまかもんば喰う会） 

 11.01  「初めてのパソコン講座」火曜日夜間講座開講 

 12.06  新潟中越地震義捐金 13 万 7 千円、西日本新聞を通じ寄贈 

   12.25  市内子どもＰＣ教室 11 名受講 

2005 1.31  身体障害者施設 大成園東町氏ＰＣ導入指導要請｢来訪」 

 2.03  山歩クラブよりＰＣ資金として￥83869 寄贈受ける 

 2.28  シニアネットフォーラム in 東京へ理事長出席 

 3.24  パソコンＸＰ3 台購入 

 3.31  電子書庫、新ページ「田中吉政公とその時代」が完成 

時を超え
2011 年は 

久留米祭 

か 

楽 し 

2003～2004 年度活動の記録

★サザエしゃん一家     保坂恵美子 

久留米祭、お疲れさまでした。サザエしゃんの帽子と一家のプラカードを持

っての路上デビュー、楽しかったで～す。祭りは見るより参加した方がよか

ー。久しぶり、2時間も歩いて、メタボ解消にはなったかな～（*^_^*）。  

★昔話をかたろう会     丸山まつみ 

水の祭典～プラカード作戦～大成功です。昔話をかたろう会の活動から生ま

れた、サザエしゃん一家が一致団結し次の施設訪問に向けて、「こうご石は

見てござる」の読み聞かせ劇や、みんなで楽しくべる手遊びなど準備中です 

★温泉同好会         黒岩龍男 

小学生の孫三人に「一万人のそろばん総踊り」に参加するか聞いたら参加す

ると即答でした。熱中症が心配で、途中でリタイアも考えていましたが,0 最

後まで踊っていました。楽しかったとの感想です。宣伝プラカード持ちはＯ

さんにお願いして、色々同好会が有るとの周知が出来たと思います。 

新生ＳＮＫは地域へ活躍の場を広げていく

2003 年当時、シニアネット久留米の会員活動は「何かをしてくれる団体」から

『何かをする団体』へ飛躍する。一般市民向けパソコン講座、久留米市の広報紙

作成受注、e-ふるさと財団「筑後デジタルアーカイブ」作成。ふるさと探検等、

サークルも増え活動も活発に成果は上がる。 

2011.8.4 水の祭典パレード出陣、東公園前

〒830-0049 
福岡県久留米市大石町 34-1 

た つ 

交流部副部長 平岡清志   
「久留米祭・総踊り」はパレードを楽し

みながらＳＮＫを大いにアピールしまし

た。地域とひとつにシニアネット久留米、 

サークル活動を期待します。  

・・・その信念を引き継いで現在へ

839-0826 久留米市山本町耳納 702 
℡0942-47-4441Fax 0942-47-4477 
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